
別 記 様 式 第 二 （ そ の 一 ） を 次 の よ う に 改 め る 。
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別 表 第 二 １ ] ア Ë ｃ を 次 の よ う に 改 め る 。

ｃ 遠隔起動部（「屋内消火栓設備の屋内消火栓等の基準」（平成25年消防庁告示第２号。以下

「屋内消火栓等基準告示」という。）第２第１号]の規定に適合するもの（以下「易操作性

１号消火栓」という。）、同号^の規定に適合するもの（以下「２号消火栓」という。）及び

同号_の規定に適合するもの（以下「広範囲型２号消火栓」という。）に限る。）

別 表 第 二 １ ` イ Ê ａ 中「令第11条第３項第１号の基準により設置される屋内消火栓（易操作性１号

消火栓を除く。）」 を「屋内消火栓等基準告示第２第１号\の規定に適合するもの（以下「１号消火栓」

という。）」 に 改 め 、 同 表 １ ` イ Ê ｂ 、 同 表 １ ` イ Ë 及 び 同 表 １ ` イ Ì 中「及び２号消火栓」 を「、２

号消火栓及び広範囲型２号消火栓」 に 改 め 、 同 表 １ ` カ の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

キ 降下装置（屋内消火栓の開閉弁を天井に設ける場合に限る。）

Ê 周囲の状況

周囲に使用上及び点検上の障害となるものがないこと。

Ë 外形

変形、損傷等がないこと。

Ì 表示灯

変形、損傷、脱落、球切れ等がなく、正常に点灯していること。

Í 表示

適正であること。

Î 機能

正常であること。

別 表 第 三 １ e オ の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

カ 降下装置（補助散水栓の開閉弁を天井に設ける場合に限る。）

Ê 周囲の状況

周囲に使用上及び点検上の障害となるものがないこと。

Ë 外形

変形、損傷等がないこと。

Ì 表示灯

変形、損傷、脱落、球切れ等がなく、正常に点灯していること。

Í 表示

適正であること。

Î 機能

正常であること。

別 表 第 十 二 中「遮断機構（遮断機構を有する漏電火災警報器に限る。）」 を「漏電火災警報器の作動

と連動して電流の遮断を行う装置（可燃性蒸気、可燃性粉じん等が滞留するおそれのある場所に設け

られる漏電火災警報器に限る。）」 に 改 め る 。
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